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昨
年
３
月
に
県
北
地
域
一
体
の

活
性
化
を
目
指
し
た
「
能
代
港
ビ

ジ
ョ
ン
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
国
内
の
洋
上

風
力
発
電
事
業
を
先
導
す
る
複
数

の
計
画
が
周
辺
に
あ
り
、
ま
た
、

今
後
建
設
が
見
込
ま
れ
る
北
陸
か

ら
北
海
道
に
わ
た
る
海
域
の
中
心

に
能
代
港
が
位
置
す
る
優
位
性
を

生
か
し
、
洋
上
風
力
発
電
の
拠
点

港
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
同
年
８
月
に
は
「
能
代
港
洋
上

風
力
発
電
拠
点
化
期
成
同
盟
会
」

を
立
ち
上
げ
、
能
代
港
整
備
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
７
月
１
日
〜
５
日
に
は
、
齊
藤

市
長
、
市
職
員
、
能
代
商
工
会
議

所 

広
幡
会
頭
の
ほ
か
、
市
内
の

関
連
事
業
所
の
計
６
人
が
、
洋
上

風
力
発
電
の
先
進
地
で
あ
る
ド
イ

ツ
と
デ
ン
マ
ー
ク
を
視
察
し
て
き

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
　 

　
デ
ン
マ
ー
ク
の
エ
ス
ビ
ア
ウ
港

や
ド
イ
ツ
の
ブ
レ
ー
マ
ー
ハ
ー
フ

ェ
ン
港
で
は
、
洋
上
風
力
発
電
設

備
の
ふ
頭
で
の
事
前
組
立
の
状
況

視
察
や
港
湾
関
係
者
と
の
意
見
交

換
、
洋
上
風
力
発
電
の
据
付
工
事

で
使
用
さ
れ
る
作
業
台
船
へ
の
乗

船
体
験
を
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
風
力
発
電
機
メ
ー
カ
ー

の
工
場
の
視
察
や
洋
上
風
力
発
電

所
の
見
学
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
視
察
で
得
た
知
見
を
生

か
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
能
代

港
の
洋
上
風
力
発
電
の
拠
点
化
に

向
け
て
、
港
湾
整
備
や
地
元
企
業

の
関
連
分
野
へ
の
参
入
、
関
連
産

業
の
集
積
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

問
合
せ
　
産
業
政
策
室 

　
　
　
　
　
　
1
89
・
２
１
８
７ 

　
ド
イ
ツ
北
部
の
ブ
レ
ー
メ
ン
市

か
ら
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
川
に
沿
っ
て
北

に
約
50
キ
ロ
の
北
海
へ
の
河
口
部

に
位
置
し
て
い
ま
す
。 

　
延
長
５
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
岸
壁
に

コ
ン
テ
ナ
を
取
り
扱
う
50
基
を
超

え
る
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
が
設

置
さ
れ
、
輸
出
を
待
つ
無
数
の
コ

ン
テ
ナ
と
自
動
車
が
並
ん
で
い
ま

し
た
。 

　
ふ
頭
で
は
、
風
車
ブ
レ
ー
ド
が

保
管
さ
れ
、
港
湾
区
域
に
は
、
風

車
製
造
工
場
が
立
地
し
て
い
ま
し

た
。 

　
風
車
製
造
工
場
に
は
、
ド
イ
ツ

や
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
製
造
さ
れ
た
風

車
部
品
が
集
め
ら
れ
、
組
立
作
業

が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
部
品
点

数
は
、
１
万
７
０
０
０
点
に
及
ぶ

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

欧
州
洋
上
風
力
発
電
の

欧
州
洋
上
風
力
発
電
の 

　
先
進
地
視
察
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
先
進
地
視
察
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 
欧
州
洋
上
風
力
発
電
の 

　
先
進
地
視
察
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

商
工
港
湾
課
産
業
政
策
室 

室
長 

浜 

野 

隆 

司 

移
動
途
中
の
風
景 

風力発電機の風車部品（ナセル） 
の組立工場を視察 

ブ
レ
ー
マ
ー
ハ
ー
フ
ェ
ン
港
（
ド
イ
ツ
）

ブ
レ
ー
マ
ー
ハ
ー
フ
ェ
ン
港
（
ド
イ
ツ
） 

ブ
レ
ー
マ
ー
ハ
ー
フ
ェ
ン
港
（
ド
イ
ツ
） 

　
デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
沖
約
３
キ
ロ
の
エ
ー
レ
ス

ン
ド
海
峡
に
あ
る
、
ミ
ド
ル
グ
ル

ン
デ
ン
風
力
発
電
所
を
見
学
し
ま

し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
大
手
発
電

事
業
者
の
ド
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
社
と
、

市
民
と
の
50
対
50
の
出
資
に
よ
る

協
同
組
合
形
式
に
よ
る
運
営
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

離岸距離約３キロ。２MW×20基 
のミドルグルンデン洋上風力発電 
所 

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
（
デ
ン
マ
ー
ク
）

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
（
デ
ン
マ
ー
ク
） 

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
（
デ
ン
マ
ー
ク
） 

ブレーマーハーフェン港の様子 

視察訪問地 
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北
海
を
の
ぞ
む
、
デ
ン
マ
ー
ク

の
エ
ス
ビ
ア
ウ
港
で
は
、
世
界
シ

ェ
ア
１
位
と
２
位
の
洋
上
風
車
メ

ー
カ
ー
で
あ
る
、
シ
ー
メ
ン
ス
社

と
Ｍ
Ｈ
Ｉ
ヴ
ェ
ス
タ
ス
社
が
洋
上

風
力
発
電
設
備
の
事
前
組
立
と
積

出
港
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ス
ビ
ア
ウ
港
港
湾
エ
リ
ア
は

面
積
４
５
０
万
㎡
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
約
１
０
０
万
㎡
が
風
車
メ
ー

カ
ー
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
洋
上
に
お
け
る
建
設
期
間
を
短

縮
し
、
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク
の
低
減

を
図
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
や
イ
ギ

リ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
内
か
ら
輸

送
さ
れ
た
大
型
・
重
量
物
な
ど
の

構
造
部
品
を
港
に
仮
置
し
、
積
み

込
み
前
に
風
車
の
仮
組
立
、
タ
ワ

ー
の
組
立
、
ナ
セ
ル
の
試
運
転
を

行
っ
て
い
ま
す
。
風
車
タ
ワ
ー
の

高
さ
は
80
ｍ
ほ
ど
と
説
明
が
あ
り
、

高
さ
１
０
０
ｍ
を
超
え
る
ク
レ
ー

ン
を
使
用
し
て
、
洋
上
で
設
置
作

業
を
行
う
大
型
作
業
台
船
へ
の
積

込
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

作
業
台
船
に
乗
船 

　
エ
ス
ビ
ア
ウ
港
に
は
、
複
数
の

作
業
台
船
が
停
泊
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
一
つ
の
シ
ー
ジ
ャ
ッ
ク

ス
社
所
有
の
「
シ
ラ
ー
」
へ
乗
船

し
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

　
作
業
台
船
は
、
海
上
で
船
体
を

ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
可

能
で
、
波
の
影
響
を
受
け
ず
に
設

置
作
業
が
可
能
と
の
こ
と
で
し
た
。 

エ
ス
ビ
ア
ウ
港
湾
事
務
所
と
の 

情
報
交
換 

　
漁
港
と
し
て
開
か
れ
た
エ
ス
ビ

ア
ウ
港
は
、
１
９
７
０
年
代
か
ら

北
海
で
の
石
油
や
天
然
ガ
ス
の
開

発
基
地
と
し
て
、
２
０
０
０
年
ご

ろ
か
ら
は
、
北
海
で
の
洋
上
風
力

発
電
施
設
の
基
地
港
湾
と
し
て
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
洋
上

風
力
発
電
の
導
入
拡
大
が
見
込
ま

れ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
需
要
も
高

ま
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
港
湾

の
機
能
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

エスビアウ港での作業風景 
（ＭＨＩヴェスタス社提供） 

エ
ス
ビ
ア
ウ
港
（
デ
ン
マ
ー
ク
）

エ
ス
ビ
ア
ウ
港
（
デ
ン
マ
ー
ク
） 
エ
ス
ビ
ア
ウ
港
（
デ
ン
マ
ー
ク
） 

・クレーン容量 1,500ｔ 

・最大作業深度 65ｍ 

・最大積載重量 8,000ｔ 

ドイツ・デンマーク洋上風力発電視察リポート 

再エネ海域利用法における 

今後の促進地域の指定に向けて 

協議会の組織などの準備を直ちに開始する 

有望な区域に選定されました 

　７月30日、再エネ海域利用法における今後の促進

地域の指定に向けて、協議会の組織などの準備を直

ちに開始する有望な区域のひとつに、「秋田県能代市、

三種町および男鹿市沖」が選定されました。 

　今後、関係行政機関や漁業団体などの利害関係者

などから構成される協議会が設置され、協議が行わ

れるとともに、国による詳細な調査が進められ、第

三者委員会での審議、関係省庁との協議などを経て、

同法に基づく促進区域が指定されることになります。 

　市としては、引き続き、促進区域の指定に向け、

能代港洋上風力発電拠点化期成同盟会を中心に取り

組みを進めていきます。 

←作業台船「シラー」 
丸紅株式会社ホームページより 

・2015 年竣工 

・全長139ｍ×全幅50ｍ×深さ11ｍ 


